
フリービット、過去最高の四半期売上を更新　下期は注力

事業の収益化を見込む 
 
2017年12月8日に行われた、フリービット株式会社2018年4月期第2四半期決算説明会の内

容を書き起こしでお届けします。 
※話し言葉に忠実に書き起こしております。 
 

2018年4月期第2四半期決算説明会 

田中伸明氏：フリービット株式会社社長の田中でございます。本日は弊社の2018年

4月期第2四半期の決算説明をいたします。今回のライブ配信にご参加いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

お時間が許す限り、最後までお付き合いいただければと思います。よろしくお願い

します。 

それでは、弊社の2018年4月期第2四半期の決算概要について、ご説明いたします。 

2018年4月期 第2四半期 連結業績トピックス① 

 

まず、連結業績のトピックスです。 



当期（2018年4月期第2四半期）においては、利益の減益の要因が大きくございまし

たので、のちほどご説明いたします。ただ、現状としましては、こちらの資料にあ

るとおり、売上高・営業利益については計画どおりに進捗しています。 

続いて、注力事業であるヘルステック事業とモバイル事業です。こちらは、売上高

は非常に伸びている状況であるものの、販売促進等で、上期に積極的に投資を行っ

ております。こちらについても、のちほど詳細をご説明いたします。 

続いて、マンションインターネットです。こちらは、増収増益を継続しています。

非常に高い伸び率で、毎期ごとに継続して成長している状況でございます。こちら

も今後の成長に向けて、販売管理費の積み増しを行っております。簡単に申し上げ

ると、人員の増員というかたちで、積極的に投資をしているところです。 

また、マンションインターネットについては、「住環境のIoT」というテーマで技術

的・財務的な投資を行っておりますので、こちらも併せてご説明させていただきた

いと思います。 

そして当期については、持分法による投資損失がございました。これは、持分法適

用関連会社のトーンモバイル㈱に対する、経営支援を行ったものを、当期に損失と

して織り込んでおります。 

こちらは上期（2018年4月期第1四半期・第2四半期）限定のものということで、下

期（2018年4月期第3四半期・第4四半期）には発生しない見込みでございます。た

だ、上期においては相当の金額が発生していますので、のちほどの資料で、ご説明

させていただきます。 

続いて、事業ごとのトピックスを申し上げます。アドテクノロジー事業について

は、中核である㈱フルスピードグループの四半期売上高及び営業利益が、過去最高

の数字を達成しています。 

2010年にグループ化して以降、当初の2年ほど（2010年から2011年）は「経営改

革」ということで、いろいろな構造改革をしておりました。その後は、売上高及び

営業利益も非常に右肩上がりに増えるようになり、当期についても過去最高を更新

しました。アドテクノロジー事業については、非常に順調に進んでいるとご認識い

ただければと思います。 

それから、モバイル事業のご説明です。前年同期（2017年4月期第2四半期）につい

ては、持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱に対する端末の一時売上がございま

した。こちらが当期はそれほどなかったということで、前期比ベースでは、売上高

が減少しています。 

また、昨年は、㈱NTTドコモさんのSIM有償化に伴う駆け込み需要がありました

が、今年は特殊要因がなかったということで、前期比ベースでは減少しています。 

一方、モバイルサービス向けのIP電話事業を、この上期（2017年8月）に開始いた

しました。こちらを含めますと、収益力については、今後に期待が持てる状況に

なってきております。 

そして、ヘルステック事業です。この上期では、大きく赤字が発生しているのです

けれど、投資を行いました。この投資は下期に向けて、黒字化及び来年度（2019年

4月期）以降に大きな利益を獲得するために、この上期に集中して行ったものです。 

この結果としては赤字になりましたが、その投資の甲斐もあり、速報ベースではご

ざいますが、この（2017年）11月に単月黒字化を達成しています。 



そのため下期は、㈱フリービットEPARKヘルスケアの事業においては、赤字はもう

発生しないということです。さらに単月黒字化を達成したことで、今後は収益を獲

得できるような体制になってまいりました。 

来年度においては、いよいよヘルステック事業も収益に貢献してくる段階になって

くることを、トピックとしてお伝えしたいと思います。 

2018年4月期 第2四半期 連結業績トピックス② 

 

続いて、先ほど申し上げた今期（2018年4月期）の減益要因をご説明します。上期

（2018年4月期第1四半期・第2四半期）については、まず、注力事業に非常に大き

な投資をしたということがあります。これは、営業利益にインパクトがありまし

た。 

注力事業の1つ目は、㈱フリービットEPARKヘルスケアのヘルステック事業領域で

す。サービス拡充に伴う人員の増強と、広告宣伝費を大きく投じております。 

その結果、サービス利用者数は非常に大きく伸びました。それから、サービス提供

調剤薬局の契約数も、大きく伸びております。 

この先行投資により、第1四半期・第2四半期の合計で、4.6億円の営業利益赤字が、

この事業において発生しています。これが上期の営業利益に大きく影響しているの

ですけれど、（2017年）11月に単月黒字化を果たしていますので、下期は、この赤

字がなくなるということです。 



上期・下期の推移でいきますと、この（営業利益赤字の）4.6億円以上の差が発生す

るということで、下期の営業利益の拡大に、非常に大きく貢献するであろうという

状況になっております。 

注力事業の2つ目は、不動産Tech事業です。今、IoT技術投資・ベンチャー投資を含

めた投資を実行して、我々がリーチできる住環境のインターネット環境に対して、

ネットワークの運用だけではなく、将来に向けたIoTサービスを提供しています。そ

れを拡販するために、イオンモール㈱さんと提携した、イオンハウジング事業を

やっています。 

ここは、当期に本格的に始めたばかりということもあり、この上期で0.7億円の損失

が発生しています。こちらの事業については、もう1年ぐらい投資の時期が続くかと

思います。ただ、イオンモール㈱さんという、非常に集客力があり、地域に根差し

て生活に浸透している会社さんの、ブランド力・集客力を活用した事業ができると

いうことで、たいへん期待をしております。 

イオンモール㈱さんの大きな有名なモールに、我々の販売拠点ができるということ

です。ここも、まだしばらく赤字は残るかと思いますけれど、引き続き投資をして

いこうと考えております。 

経常利益段階においては、持分法関連適用会社であるトーンモバイル㈱に対して、

契約者数拡大に向けた資金の支援をしています。こちらに第1四半期・第2四半期を

合わせて、約4億円を投資しています。 

持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱の事業計画において、下期では新たには発

生しないということになっております。そのため、当社の業績に与える影響も、下

期には発生しないということになります。 

したがって、上期・下期の推移でいきますと、経常利益段階では、ヘルステック事

業のマイナス4.6億円。不動産テック事業のマイナス0.7億円。そしてモバイル関連

事業のマイナス4.0億円。 

これらのトータル9億円強のマイナスが発生しない状況で、下期の業績が積み上がっ

ていくことになります。上期の業績を受けた、下期に向けた利益の改善は、この部

分で行っておりますので、非常に大きな差になると捉えていただければと思いま

す。 

2018年4月期 第2四半期 連結業績トピックス③ 



 

今申し上げたことを、グラフでご説明いたします。 

まず、資料の左側の、売上高に与える影響額のグラフをご覧ください。先ほど損失

の話をさせていただきましたけれど、アクセルを踏んでいるということもあって、

売上高はグラフのとおり、非常に右肩上がりに伸びています。 

これは当期（2018年4月期）だけの状況ではなく、むしろ来期（2019年4月期）以降

に、もっと売上高が伸びていくという見通しになっております。今年度に投資した

ものは、来年度以降は回収していくような時期に入っていくと、捉えていただけた

らと思います。 

続いて、資料の右側の、利益に与える影響額のグラフをご覧ください。こちらのい

ちばん左のところ（2018年4月期第1四半期・第2四半期）のグラフでは、持分法適

用関連会社のトーンモバイル㈱の約4.0億円の損失（濃い青色の部分）が入っており

ますけれど、下期にはなくなるということが、グラフからおわかりいただけるかと

思います。 

それから、ヘルステック事業（水色の部分）は、この（2017年）11月に単月黒字化

を達成していますので、2018年4月期第4四半期は、利益を計上する段階になってく

るであろうと想定しています。 

それから、来年度（2019年4月期）に向けては、通年を通して利益を重ねていく事

業になるであろうという段階にきていることが、この利益に与える影響額のグラフ

からおわかりいただけると思います。 



不動産テック（灰色の部分）は、今申し上げた2つに比べますと、金額の嵩は小さい

ところではございます。グラフのとおり、2019年4月期第3四半期ぐらいまでは、少

し赤字が残ります。 

イオンモール㈱さんという、大きな集客力の中でのビジネスですので、最初の顧客

層・リピートがついて一定の売上のベースができるまでは、販売管理費ベースで赤

字になります。ただ、ここはゆくゆくは黒字になることが見えている状況ですの

で、とくに心配はしておりません。 

数字上はこのようなかたちで、2019年4月期第3四半期ぐらいまでは、赤字が残るだ

ろうと想定しています。その後は黒字化して、さらに周辺のIoTサービスの販売を拡

大できるということで、他の事業に対するプラスの影響が出てくるであろうと捉え

ております。 

2018年4月期 第2四半期 連結業績 

 

今申し上げたことを、2018年4月期第2四半期の連結業績として、あらためてご説明

いたします。 

まず、2018年4月期第2四半期の売上高は194.0億円で、前年同期（2017年4月期第2

四半期）に対しては、7.1億円の増加。増減率では、3.8パーセントの増加となってお

ります。 

EBITDAベースは、営業利益が減る施策を行っていることもあり、11.6億円で、前年

同期比で27.9パーセント減少しています。 



営業利益は4.2億円で、前年同期比で62.2パーセント減少しています。ただ、ここに

ついては、当初の計画どおりの施策を行っており、計画に対しては順調に進んでお

ります。 

これらの数字だけを捉えますと、投資家のみなさまにはご心配をおかけする点もあ

るかと存じます。ただ、先ほど申し上げたように、会社の計画どおりの結果であ

り、とくに心配はしておりません。 

また、売上高の伸びと、ヘルスケア事業の単月黒字化が、実際の事実として起きて

おりますので、今後は期待ができる状況だと捉えております。 

営業利益に対するマイナスインパクト及び持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱

に対する支援により、経常利益以降の数値は非常に大きなインパクトを受けまし

た。このため、経常利益はマイナスになっております。 

それから親会社株主に帰属する四半期純利益についても、計画より大きく赤字に

なっています。ただ、下期で営業利益を大きく改善させていきますので、それに

伴って、経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益も、大きく改善していく状

況にあると、捉えていただけたらと思います。 

従業員数推移 

 

続いて、この業績のもとになっているところでは、上期に大きく投資をしている中

に、販売管理費以外で人件費の増加が、非常に大きくございます。ヘッドカウント



ベースでも、グループ連結で約1,000人ぐらいの規模にまで、従業員数が増えてきて

おります。 

昨年度（2017年4月期）の期末の段階では、600人から700人ほどの人員でしたが、

現在は1,000人近くまでに伸びており、非常に人が増えております。この結果、売上

高も伸びてきています。売上高を伸ばしていくために、先に人員の増強をいたしま

す。 

これも、会社として戦略的に行っております。受注がたくさんきているにも関わら

ず、我々の体制が整っていないことで機会損失を発生させることより、費用を先に

使い、人をきちんと集めて、適切なサービスを提供して、顧客との信頼関係を高め

ていくこと。 

これこそが、中長期にわたる当社の信頼性を上げていくことにつながると考えてお

ります。グループの中で伸び盛りの事業については、前倒しで人員の獲得を行いま

す。それに伴う費用を支払い、運営をしています。これは、今後売上高を伸ばして

いくために、必要であると捉えております。 

四半期実績推移 

 

四半期実績推移のご説明です。売上高（棒グラフ）の数字についても、今申し上げ

ましたとおり、体制を整えながら運営しているため、これからもっと伸びていくと

想定しています。実際に、この2018年4月期第2四半期についても、売上高は伸長し

ております。 



前年同期（2017年4月期第2四半期）比で4.8億円の増加となりまして、連結ベース

で、過去最高の四半期売上高を達成しています。 

決算概要 売上構成比 

 

売上構成比のご説明です。現状、売上高の増加を牽引しているところは、ブロード

バンド事業です。これは、主に㈱ギガプライズ（証券コード：3830）が行ってい

る、マンション向けインターネット事業が非常に大きな伸びを示し、成長要因と

なっています。 

前年同期比ベースで言うと、15.3パーセントの増加です。セグメントの利益につい

ても、11.7パーセント増加しています。 

それから、アドテクノロジー事業は引き続き好調に推移をしておりまして、売上高

が前年同期比ベースで、3.5パーセントの増加です。利益については、26.1パーセン

トの増加となっております。この2つの事業が、現状では順調に、売上高・利益とも

に牽引しているところでございます。 

ヘルステック事業は、売上高は5.2億円ほどしかございません。同じレベルのセグメ

ント損益が発生している状況になっていますが、赤字はこれ以上大きくなっていか

ないということと、売上高はこれから伸びていく段階に入っていることを、合わせ

て申し伝えたいと思います。 



前年同期比差異分析 売上高 

 

前年同期比差異分析でございます。前期（2017年4月期第2四半期）が186.8億円

だったものが、今期（2018年4月期第2四半期）は194.0億円に増加しています。 

今伸ばしている事業については、それぞれ売上高が伸びております。持分法適用関

連会社のトーンモバイル㈱のMVNO事業・㈱ギガプライズのマンションインター

ネット事業・ヘルステック事業も新しく開発しているものです。そのため、前年に

比べると、大きく伸長している状況です。 

ただ、前期においては持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱向けのスマホ端末の

販売が、13億円ほどございました。これが今期はなかったことから、この部分が売

上の増加のマイナスになっております。ただ、他のものが伸びているということ

で、全体で増収になっております。 

前年同期比差異分析 営業利益 



 

営業利益の前年同期比差異分析について、ご説明します。マンションインターネッ

ト及びアドテク事業で利益が着実に伸びております。これだけであれば、非常に増

益だったのですけれど、既存事業で多少減少しているものが、いくつかあります。 

それらを含めますと、2017年4月期第2四半期の11.1億円の数字から、2018年4月期第

2四半期は、通常事業ベースで11.9億円となっております。増益はしているものの、

小幅となっております。 

そこに加えて、ヘルステック事業の先行投資等がありました。ここが大きく響いた

結果、4.2億円の営業利益になっております。 

連結業績サマリ 収益構造推移 



 

先ほど、売上高・人員が増えていると申し上げました。これは将来の成長に向け

て、非常に需要が多いものです。当社の業績に、プラスの方向に需要がどんどん発

生しています。その需要に応えるために、販売管理費を増やしております。現状で

は、すでに売上高の伸びに伴い、売上総利益は絶対額ベースとして、前期から4.9億

円、11.5パーセント増加しています。 

そのため、販売管理費が増えている状況にはあるものの、現状では売上総利益が増

えておりますので、ゆくゆくは販売管理費を吸収して、全体の営業利益率も上がっ

てくる段階が、今後発生してくると見ております。当面は、この売上総利益の増え

方を、投資家のみなさまにもご注目いただけたらと考えております。 

ネットワーク関連費用推移 



 

ネットワーク関連費用推移のご説明です。こちらが非常に、当社グループの中では

大きな割合を占めております。ここについては、売上高の伸長に伴い、とくにモバ

イル関連のコスト（グラフの青い部分）が、右肩上がりで増えていっております。 

固定網（グラフの灰色の部分）は、比較的安定した状況です。むしろ、コストの効

率化により、全体コストは少々下がる傾向にあります。固定網は、㈱ギガプライズ

が売上を増やしている分、収益力が高まっている状況になっていることが、こちら

からも見てとれるのではないかと思います。 

販売管理費推移 



 

販売管理費推移のご説明です。販売管理費の増加要因は、人件費が非常に大きく増

えているところです。そこにおいていちばん影響があるものは、㈱フリービット

EPARKヘルスケアを、昨年（2016年）の11月以降に連結子会社化したことです。こ

ちらの影響が非常に大きくあり、販売管理費が伸びる結果となっております。 

こちらについては、先ほどから何度かご説明したとおり、（2017年）11月をもっ

て、約1年かけて単月黒字化を果たしています。1年間は事業の投資フェーズでした

けれど、今後は、だんだん収益を獲得するフェーズになっていきます。 

かつ、非常にヘルスケア領域の、とくに医療用医薬品というとても大きなマーケッ

トの中で、競争環境があまりないインターネットサービスとして（当社は）認知さ

れてきております。 

そのため、もしかすると非常に大きな利益が獲得できるのではないかということ

で、当初の目論見どおり投資を続けて、事業の加速をしていこうと考えておりま

す。 

前年同期比差異分析 経常利益 



 

続いて、経常利益の前年同期比差異分析です。営業利益の減少が、ダイレクトに経

常利益へ影響しております。そこが、6.9億円のマイナスになっております。 

それから、持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱に対する資金支援がありました

ので、その持分法による投資損失が、この2018年4月期第2四半期においても発生し

ています。 

以上の結果、若干ではあるものの、経常利益はマイナスに転落しています。ただ、

2018年4月期第3四半期以降、営業利益の増加により経常利益が黒字に浮上してくる

ことは間違いございませんので、数字の多寡については、今後の推移を見ていただ

ければと思います。 

前年同期比差異分析 親会社株主に帰属する四半期純利益 



 

親会社株主に帰属する四半期純利益の前年同期比差異分析のご説明です。親会社株

主に帰属する四半期純利益についても、経常利益の8.4億円の減少が、非常に大きく

影響しています。 

また、㈱フルスピードグループのアドテク事業で、2018年4月期第2四半期に約1.2億

円の減損損失がございました。 

これは、いろいろなサービスを自社で開発していく中のスクラップアンドビルドと

して、この2018年4月期第2四半期に一部発生しました。ただ、㈱フルスピード（証

券コード：2159）のアドテクノロジー事業は、㈱フルスピードの個別の公表をご覧

いただくことで、ご理解いただけるかと思いますけれど、非常に好調に推移してい

ます。 

この1.2億円の減損損失についても、㈱フルスピードとしては、通常の利益の成長の

中で吸収して、運営ができている状況になっています。 

以上の結果、当社の連結グループとしては、今期（2018年4月期第2四半期）につい

ては8.0億円の最終赤字になっていますけれど、下期の営業利益の増益によって、こ

こもできる限り取り戻していこうということで、推移しているところでございま

す。 

連結業績サマリ BS(資産の部)推移 



 

続いて、財政状況のご説明です。バランスシートは、前年同期比でいきますと、総

資産が非常に伸びていて、グラフのサイズもご覧のとおり、大きくなっています。 

純資産は赤字を計上していますので、その分微減していますけれど、現預金高・固

定資産もそれほど変わらず、大きく財政状況が変動したということにはなっていま

せん。 

引き続き事業として利益を出せるように、財務状況もさらなる改善をしていこうと

考えております。 

ブロードバンド事業進捗 



 

ここから先は、事業ごとの進捗について、個別にご説明いたします。ブロードバン

ド事業は、先ほども申し上げましたとおり、マンションインターネット事業が非常

に順調であることから、売上高・セグメント利益も、右肩上がりに伸びている段階

になっています。 

マンションインターネット事業は、当社グループの連結子会社である㈱ギガプライ

ズとして、日本有数のハウスメーカーの会社さんのほとんどと、契約をしていま

す。 

これらのハウスメーカーさんは、土地活用でアパート・マンションを立てて資産を

増やしていくという不動産ビジネスが、市場環境的に非常に好調です。その市場環

境に伴って、㈱ギガプライズの受注も増えているということです。もうさばききれ

ないほどの大きな需要が発生していますので、それらをきちんとさばけるように、

どんどん増員していきます。 

資料の右側の、セグメント損益前年同期比差異分析をご覧ください。その他人件費

増等で、マイナス1.5億円とございます。こちらの大半は、将来の成長に向けた準備

をしているということです。「成長」と言っても、すでに需要が発生しているもの

をきちんとかたちにするために、人員を確保しているというものでございます。 

ブロードバンド事業進捗 マンションインターネット導入実

績 



 

マンションインターネット導入実績を戸数ベースで表しますと、こちらのグラフの

ようになっております。この上期（㈱ギガプライズの2018年3月期第1四半期・第2

四半期）で、グラフでは2.9万戸増えたということになっています。 

上期で22.0万戸、期末までで25.4万戸に増加する予定でございます。過去からの実

績で見ますと、非常に増加ペースが増えているということが、数字上からも見て取

れるかと思います。今後も、この成長は数年にわたって続くと考えています。 

ブロードバンド事業進捗 



 

現状は、住環境のインターネットの整備がどんどん伸びています。我々のサービス

のインストールベースが広がっていき、かつ市場環境の変化にも伴って、「新しい

サービスを作ってほしい」という要請が、市場から出てきています。 

その中で、戦略的に資本業務提携契約を締結した会社を、㈱ギガプライズから公表

しています。 

1つ目は、ナーブ㈱というベンチャー企業です（2017年10月13日にプレスリリー

ス）。こちらは、VR技術と運用を行っている会社です。当社が不動産関係会社との

仲立ちをしながら、サービスを増やしていっています。 

これはどのようなことかと言いますと、不動産会社の方が店舗で接客をする際に、

実際に物件を見に行かなくても、仮想現実の中で物件紹介ができるという仕組み

（「どこでもストア™」）でございます。 

これをナーブ㈱とともに増やしていこうということで、資本業務提携契約の締結を

行いました。我々が営業活動を手伝い、ナーブ㈱さんが技術・運用を行うという役

回りで、事業を進めております。 

2つ目は、㈱Live Smartという企業に出資を実施しました（2017年10月31日プレスリ

リース）。これはまさに、住環境領域向けIoTサービスです。家庭の中の家電製品や

いろいろな鍵等を、インターネットを通じて遠隔コントロールができるというもの

を、提供しております。 

これは最終的に、個人の方が賃料に含めてお金を支払うというケースになってくる

かと想定しております。現状は、我々がハウスメーカーさんと提携している強いパ

イプを使って、建物にあらかじめ、そのようなIoTソリューションを提供してしまお



うというプロジェクトを、進めております。そこの関係を強化する目的で、資本業

務提携を行っています。 

ここは、これから数年かけて、日本の中で大きなシェアを取っていこうということ

で、進めていくプロジェクトになっています。 

モバイル事業進捗① 

 

続きまして、モバイル事業です。前期との差異について、ご説明します。資料の左

側のグラフをご覧ください。スマホ端末売上について、今期（2018年4月期第2四半

期）も発生はしたものの、昨年（2017年4月期第2四半期）ほどは大きくなかったこ

とにより、売上高は減収になっています。また、昨年のこの時期については、SIM

有償化に伴う駆け込み需要がありました。 

そこから比べますと、今期はそのような状況ではなかったということで、減益の要

因になっています。ただし、（2017年8月に）IP電話サービスを新しく始めたこと

で、モバイルのユーザーさんのベースが増えています。そちらに対する、付加価値

のあるサービスを追加しようとことで、IP電話サービスを始めています。 

ここは、すでに利益を計上する状況になっています。今後はますます、多数のブラ

ンドのサービスをOEMとして提供すると同時に、付加価値サービスも提供する。さ

らに法人向けの独自のサービスを提供することで、売上高だけではなく利益の成長

も、目指していこうという状況です。 



モバイル事業進捗② 9月14日プレスリリース 

 

モバイル事業の付加価値サービスの一部として、プレフィックス型の電話サービス

を、完全子会社の㈱ドリーム・トレイン・インターネットで行ったり、またはOEM

先への提供を開始したりということを行っています。 

モバイル事業進捗③ 



 

持分法適用関連会社のトーンモバイル㈱で、いろいろな新しいアプリを開発してい

ます。見守りサービス「TONEファミリー」は、グッドデザイン賞を受賞しまし

た。また、連結子会社の㈱フリービットEPARKヘルスケアと連携するサービスを行

う等で、安心・安全を実現する新サービスを広げていっています。 

アドテクノロジー事業進捗① 



 

続いて、アドテクノロジー事業進捗です。こちらは資料をご覧のとおり、非常に順

調です。資料の左側の、売上高・セグメント損益のグラフをご覧ください。売上高

が前年同期比で3.5パーセント増加して、40.3億円となっています。 

また、資料の右側の、セグメント損益前年同期比差異分析のグラフをご覧くださ

い。セグメント利益も7.3億円ということで、冒頭で申し上げましたとおり、四半期

ベースで売上高・利益ともに、過去最高になっています。 

ここは、いろいろと競争環境は激しいものの、マーケット環境も非常に順調に推移

しております。当社グループもそれに伴い、それ以上の成長を目指そうということ

で、事業を進捗させています。 

アドテクノロジー事業進捗② 



 

当社は差別化を図るため、強みである技術開発力を使って、さまざまな自社サービ

スを開発し、サービスのポートフォリオを増やしていっています。また、自社で

サービスをどんどん開発したことから、独自のデータがたくさん集まってきていま

す。 

このビッグデータを、これからの差別化戦略に使っていこうということで、開発基

盤も拡張していっています。 

当社の中で申し上げますと、日本の市場環境では、技術者のエンジニアの採用も厳

しくなっています。セブ島に開発拠点を作るといったことを含めて、開発環境の整

備を行い、我々の保有するデータを収益化できるようにということで、開発を進め

ています。 

アドテクノロジー事業進捗③ 



 

アドテクノロジー事業では、3年ほど前からやっている自社のDSPの中で、とくに

BtoBのターゲティングが、非常に業界の中で優れているというご評価をいただきま

して、売上がだいぶ伸びています。 

いくつか、当社独自のサービスを直近でもいろいろリリースをしていき、ここをま

すます伸ばしていこうと考えております。 

アドテクノロジー事業進捗④ 



 

収益の環境です。非常に市場の伸びもあり、アフィリエイトのプラットフォームの

業績が伸びています。これは、日本でもまだ収益の拡大余地がありますけれど、台

湾に新しい拠点を作り、アジア進出も行っています。 

台湾は非常に親日であり、一方で、アフィリエイトサービスはそれほど普及してい

ないという市場環境です。当社が日本でのノウハウを持ち込み、事業を拡大してい

こうということで、進めているところです。 

プレマーケティングはだいたい終わり、「これはなんとかいけるぞ」という状況に

なっています。（2018年）1月に、実際の拠点も作って、事業を進めていこうとい

う段階まできています。 

アドテクノロジー事業進捗⑤ 



 

当社のアフィリエイトプラットフォームは、非常に大きなメディアさん・クライア

ントさんを抱えるようになりました。これに伴い、「プライベートでEXPOをやろ

う」ということで、来年（2018年）の3月に、数百人規模の方々に集まっていただ

くイベントを、開催する予定です。 

そのぐらいまで、事業が成長できたということです。 

アドテクノロジー事業進捗⑥ 



 

業界的には今、ソーシャルメディアマーケティングが、非常に注目されています。

検索エンジンマーケティングやアフィリエイトが、当社としては非常に大きな売上

を占めてきております。ソーシャルメディアも、我々としては運用ノウハウを貯め

ていきます。 

これにより、日本のみならず海外向けのソーシャルメディアプラットフォームの運

用も含めて、事業を拡大しており、こちらも右肩上がりで増えております。とくに

コンサルディングの売上が伸びており、収益に貢献している状況です。 

クラウド事業は現状、減収減益となっております。こちらは引き続きレガシーな

サービスを終了させて、新しいサービスに切り替えております。世界的には、

AmazonのAWSの競争力が非常にあるということで、正直苦戦している部分もあり

ますけれども、日本特有のマーケット環境に合わせたサービスを行うことにより、

今後も大手SIerさんの裏側を支えることなどを続けていきます。 

クラウド事業進捗 10月6日プレスリリース 



 

またIoTの利活用に特化したクラウドサービス「freebit cloud IoT Platform」の提供

を発表しております。 

ヘルステック事業進捗① 



 

続いて、ヘルステック事業の進捗です。いろいろなサービスをやっているのです

が、今、業界で「EPARKお薬手帳」が非常に注目されております。 

紙のお薬手帳だと忘れてしまうことがありますが、アプリをインストールしておけ

ば忘れません。実際に利用すると服用履歴が残っていきますので、ほかの病気で病

院に行ったり、複数の病院から処方箋をもらっているときなどに、最寄りの薬局の

薬剤師に相談できるということで、非常に価値のあるサービスだと認定されており

ます。我々のサービスの中では、この「EPARKお薬手帳」の知名度がトップクラス

になり、ダウンロード数が毎月数万件増えている状況です。 

ヘルステック事業進捗② 



 

また調剤薬局の予約ということでいきますと、こちらもグラフのとおり、件数は未

公表ですけれども、非常に伸びております。薬局を予約するというカルチャーは、

これから浸透させていかなければならない段階ですけれども、けっこうな規模の予

約がきており、㈱フリービットEPARKヘルスケアについては、なんとか11月単月黒

字化を果たしました。シェアとしてはまだまだ0.数パーセントという状況ですの

で、今後非常に伸びしろのある事業であると認識して取り組んでおります。 

ヘルステック事業進捗③ 



 

また、グループ会社との連携ということで、持分法適用関連会社のトーンモバイル

㈱の、新しい「お薬ナビ」というアプリに、㈱フリービットEPARKヘルスケアが

持っているお薬手帳機能を提供して、サービスを開始することにしております。 

2018年4月期 注力施策の進捗 



 

2018年4月期の注力施策のまとめについて、ご説明させていただきます。 

ブロードバンド事業については、マンションインターネット（の提供戸数）が引き

続き増えてます。しかも、尋常ではないペースで増えていくことを見込んでおりま

す。また拡大したユーザーベースに対して、IoTサービスをどんどん提供していこう

ということで、自社サービスだけに限らず、各社と資本提携をして、新しいサービ

スを取り込んで、収益を獲得していくことを進めております。 

個人向けサービスでは、固定回線の市場環境として、㈱NTTドコモさんやソフトバ

ンク㈱の販売店で、㈱NTTドコモさんの「光コラボ」サービスが販売されるという

ことがありますので、当社としては㈱NTTドコモさんの販売網をうまく活用させて

いただき、固定回線の「DTI光」の販売を拡張していこうとしており、現状もかな

り堅調に増加しております。 

ただ、今マスコミ等でもいろいろと記事になっておりますけれども、大手3大キャリ

アがかなり攻勢をかけているということで、MVNOの市場環境は数年前に比べてか

なり厳しくなっております。 

ですので我々としては、ユーザーを増やすために赤字でリソースを投入するという

よりかは、付加価値のあるサービスを提供することにより、利益の確保をしていき

ます。 

また将来にわたって根強い市場がある電話サービス等を含めて、サービスの幅を広

げることにより、利益を出していく段階にあると認識して進めております。 

また法人向けの「モバビジ」というサービスについても、市場環境的にこれからの

サービスだと認識しております。個人向けサービスよりARPUも高くなり、利益も



獲得しやすいということで、今後のサービスの拡張に向けた取り組みを進めており

ます。 

アドテクノロジー事業の業績は順調です。順調な中で「ADMATRIX DSP」等のサー

ビスをさらに強化することと、下半期にはアフィリエイト・プラットフォーム「afb

」の拡張に向けた取り組みも進めております。 

クラウド事業については、（お話ししているとおり）IoT向けサービスに特化いたし

ます。 

ヘルステック事業については、先ほども申し上げましたが、㈱フリービットEPARK

ヘルスケアが速報ベースで、11月の単月黒字化を果たしております。下期には赤字

も発生しませんので、来年度に向けて利益を拡大できるように事業を運営していき

ます。 

㈱医療情報基盤から譲り受けたデジタルサイネージ事業についても、まだ引き受け

たばかりで経営改善の真っ只中ですけれども、新しいサービスの拡張により、市場

の捉え方がだいぶ変わってきておりますので、多少時間がかかっておりますけれど

も、業績貢献に向けて準備をしております。 

下期に向けた利益増要因 

 

最後になりますけれども、みなさんにお約束している、2018年4月期の売上高500億

円・営業利益50億円を達成するために、注力事業に投資をしております。 



上期にはとくに大きく投資をしましたけれども、そこがある程度一服して、さらに

ここに書いてある利益増要因により、下期には利益が増加する見通しとなっており

ます。 

1つ目は、「のれん償却額」の減少です。こちらは下半期から確定しているところ

で、半期で約1.7億円、年間で約3.5億円のれんの償却をしていたものが、時間の経過

により償却が終わり、下期からは発生しませんので、自動的に1.7億円の営業利益が

上積みされるという状況です。 

2つ目は、季節要因による増加です。MVNO事業においては、期末に㈱NTTドコモ

さんとのアクセスチャージ（接続料）の清算などもありましたので、こちらが利益

の増加要因となることが予想されております。 

マンションインターネットについては、お客さまがハウスメーカーということで、2

月・3月に建設の完了数が急激に伸びます。それに伴い、当社の売上も急激に伸びま

すので、こちらも増加の季節要因となります。 

アドテクノロジー事業は、各クライアントさんの広告および販促活動をお手伝いし

ており、各社さんは春の新年度に向けた広告施策にいろいろと取り組まれます。そ

の結果、当社の業績にもプラスに働くということがあり、そちらの季節要因が下期

に起こりますので、こちらも上期と比べて増益要因となります。 

3つ目は、何度も申し上げておりますが、上期は㈱フリービットEPARKヘルスケア

が4.6億円の赤字でした。しかし、第3四半期と第4四半期の合算では、こちらの赤字

がなくなりプラスとなりますので、下期は数字上、非常に大きく反転する予定に

なっております。 

上期においては、少し数字が心配なのではないかということで、投資家のみなさま

にご心配をおかけしたかと思いますけれども、以上の理由で下期に急激に改善する

見通しとなっております。 

売上は非常に伸びていきますので、引き続き当社の業績に注目していただき、売上

の成長に伴い利益も伸びていくのかどうかを見て、投資のご参考にしていただきた

いと考えております。私からの説明は以上となります。 

 


